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青空と
緑の中で

7
月
ロ
日
、
高
岡
市
二
上
町
て
富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

建
設
の
た
め
の
中
核
施
設
と
な
る
富
山
県
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
レ
た
。
式
で
は
知
事
の

式
辞
、
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
あ
と
テ

ー
プ
力
ツ
卜
、
く
す
玉
開
披
を
し
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

~草刈十字軍大奮闘~
知事式辞

テープカッ卜

か
農
薬
に
頼
ら
ず
、
子
に
持
っ
た
鎌
で
森
の
緑
を
守
ろ

う
。
と
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
草
刈
十
字
軍
約
一
二

O
人

が
、
大
山
町
・
大
沢
野
町

・
小
矢
部
市

・
砺
波
市
の
造

林
地
て
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

草
刈
十
字
軍
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
四
十
九
年
。
当

時
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
大
が
か
リ
な
除
草
剤
散
布

が
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
自
然
保
護
の
立
場
か
ら
こ
れ

に
反
対
す
る
グ
ル
ー
プ
が
全
国
の
学
生
・
社
会
人
に
呼

び
か
け
、
草
刈
十
字
軍
が
誕
生
。
以
来
。
従
軍
者
。
は

一、
七

O
O人
を
超
え
て

一
九

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
下
草

が
刈
ら
れ
て
い
ま
す
。

午
前
五
時
起
床
。
朝
食
を
終
え
て
鎌
研
ぎ
、
そ
レ
て

歩
い
て
入
山
。
照
リ
つ
け
る
日
射
し
の
中
、
足
場
の
悪

い
急
斜
面
で
重
い
鎌
を
振
る
う
作
業
は
相
当
の
重
労
働

て
、
ハ
チ
や
ヘ
ビ
に
悩
ま
さ
れ
た
リ
、
ウ
ル
シ
に
か
ぶ

れ
た
リ
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
そ
れ
で
も
な
ぜ
か
、

グ
従
軍
希
望
者
。
は
後
を
断
た
ず
、
毎
年
や
っ
て
く
る
常

連
組
も
け
つ
こ
う
い
る
と
か
。

。
自
己
鍛
練
。

J
ン
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
。
か
面
白
そ
う
。
な

ど
と
参
加
の
動
機
は
様
々
で
す
が
、
彼
ら
に
共
通
す
る

の
は
「
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
仲
間
と
同
じ
釜
の
飯
を
食

い
一
つ
の
こ
と
を
や
リ
と
げ
る
充
実
感
U

日
焼
け
あ
と
も
ま
ぶ
レ
い
緑
の
戦
士
た
ち
は
、
約
二

週
間
の
作
業
の
後
、
八
月
の
上
旬
に
は
山
を
下
リ
ま
す
。
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タ
l
オ
l
フ
ン

ま
た
、
オ
ー
ブ
ン
記
念
と
し
て
、
先
端
技
術
を
中
心

と
し
た
最
新
の
技
術
開
発
の
動
向
の
展
示
会
、
講
演
会

が
聞
か
れ
、
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
主
要
設
備
に
つ
い
て

の
実
演
、
公
開
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、
従
来
の
地
場
産
業
、
伝
統

産
業
の
技
術
高
度
化
に
資
す
る
と
と
も
に
新
た
に
新
素

材
・
光
応
用
技
術
等
の
先
端
技
術
の
研
究
、
指
導
に
積

極
的
に
取
リ
組
ん
で
い
き
ま
す
。

CAD展

地場産業、伝統産業の展示


